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J59a 特異な矮新星SBS1108+535の superoutburst時における測光観測
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　 SBS1108+574は Catalina Sky Surveyによって 2012年 4月 22日に増光が報告された天体である。その後
の観測により、周期 0.03891(2)日の superhump状の変動が検出され、非常に周期の短い矮新星の増光であるこ
とが判明した。この天体はその後約 30日間増光を続けたのち、減光したが、この superhump周期から予想され
る軌道周期は理論的に予測される矮新星の軌道周期を大幅に下回る珍しい矮新星であることから、変光星観測者
ネットワーク (VSNET)を通じて観測キャンペーンを行った。キャンペーンの結果得られた観測からも同様の周
期が得られ、superoutburstの発展にともなう周期変化もみられた。
　 superhump周期が通常の矮新星の軌道周期の下限を大幅に下回ることからこの天体が進化の進んだ天体、あ

るいはヘリウム白色矮星を伴星として持つ系である可能性が示唆される。しかし、ヘリウム白色矮星を伴星に持
つ系であるAM CVn型天体のうちで、矮新星増光がみられるものは軌道周期が 0.03日以下の比較的短い系に限
られておりこれより長い軌道周期では非常に質量移動率が低いために増光がほとんどみられないとされている。
SBS1108+574の軌道周期はこれより長いため、もしこの系がヘリウム白色矮星を伴星として持つ系であった場合
今回の増光は周期の長いAM CVn型としては異例の増光となる。また、軌道周期と superhump周期との比から
予想される伴星の質量は非常に小さく、伴星が白色矮星でない場合は褐色矮星である可能性も示唆される。


